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白板症について 
 
「白板症」。 
聞きなれない病名ですが口腔粘膜に発生する病変で、 
その名の通り粘膜の表面が白くなるもので、表面性状は板状のものもありますが様々です。 
疼痛などの自覚症状は通常はありません。 
写真はその 1 例を示します。 

  

いずれも舌側縁部に生じたケースです。 
この病変は、統計結果によって異なるものの 3-5％の確立で癌化するといわれています。 
そのため「前癌病変」ともいわれます。 
 
下の写真は癌化したケースです。 
左舌縁部の白色病変が癌化し大きな潰瘍を形成していることがわかります。 

  
当初無症状で、長期間経過するうちに気にならなくなってしまうかもしれませんが、 
安易に自己判断せず、このような白色病変がある場合は、口腔外科での定期経過観察を 
お勧めします。 
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